
雲南市立掛合中学校 第２学年 国語科学習指導案 

日 時：平成２６年１１月１８日（火）５校時 

指導者：石原 美紀子 

 

１ 単元名      ディベートをしよう 

           ～論理的な思考力をもとに、自分の考えを述べる力をつける～ 

 

２ 単元のねらい 

（１） 意見を述べることの楽しさを知るとともに、根拠をもって意見を述べようとする。                          

 【国語への関心・意欲・態度】      

  （２）テーマについて自分の主張に合う根拠を探し、意見を述べることができる。  【話す・聞く能力】 

  （３）質問したり、反論したりして議論する中で、自分の主張を深めることができる。 

【話す・聞く能力】 

  （４）相手や目的に応じて、話や文章の展開に違いがあることを理解できる。 

【言語についての知識・理解・技能】                     

 

３ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能 

正しい根拠をもとにして、自分の

意見を意欲的に述べようとして

いる。 

① テーマについて自分の主張

に合う根拠を探し、意見を述

べている。（イ） 

① 質問したり反論したりして議

論する中で、自分の主張を深

めている。（オ） 

言葉集をもとにして、適切な言葉

を選び、討論の台本をつくること

ができる。（（１）イ（オ）） 

 

４ 学習の基盤 （※生徒観は省略） 

 

（教材観） 

   本単元では、論証・質問・反論などを用いて説得力のある主張の仕方を学ぶ。そこには論理的な思考力が

土台として必要となってくる。自分の意見の主張をすることには、苦手意識を持つ生徒もいる。よってここ

ではディベートという手法を取り入れ、ゲーム感覚で討論の方法を学ばせたいと考える。形式的に分けられ

た立場に応じた意見と根拠を述べるというディベートのルールにより、自由に自分の意見を述べるよりも安

心して討論に臨むことができるのではないかと思っている。普通の討論では誰が何を言うかに意識が向かう

こともあるが、ディベートでは意見の根拠、その質に焦点を当てることができ、論理的な思考の育成にはふ

さわしい単元であると考える。 

 

（指導観） 

指導にあたって、ここではあくまでも話し合いで考えを広げるための討論であることを自覚させ、違う立

場の意見を尊重する態度も身につけさせたい。また、審判も、ディベートの判断者として論者が納得できる

根拠をもって判断の理由を述べることで、日常生活においても情報を鵜呑みにするのではなく常に自分の考

えをもって情報を取り入れる態度も身につけさせたいと考えている。 



 

５ 単元の指導計画と評価計画（全７時間） 

 

次 時 目標 主な学習活動    評  価 

国語 話す 言語 評価規準（評価方法） 

 

１ 

次 

１ ・意見を効果的に述べる

ためには根拠が必要であ

ることに気づくことがで

きる。 

（導入） 

①日常生活に関するテーマに対し、自

分の意見を持ち、その根拠の説得力

について考える。 

②説得力のある意見の述べ方を知る。

→学びを支える言葉の力「論証の組み

立てを捉える」 

 ○  【話】結論と根拠を見

分けたり、根拠の説得

力の有無について自分

の意見を述べたりでき

る。（観察・ワークシー

ト） 

２ ・質問すること、反論す

ることで議論（話し合い）

が深まることに気付くこ

とができる。 

① 学びを支える言葉の力より、「質

問する」「反論する」練習をする。 

 ○  【話】適切な質問をし

たり、問題文の論証を

取り上げたうえで反論

したりしている。（ワー

クシート） 

３ 

 

 

 

 

・テーマについて自分の

主張に合う根拠を探し、

意見を持つことができる 

・相手の意見を聞き、質

問・反論ができる。（論者） 

・双方の意見を客観的な

立場で論理的に判断し、

論者に根拠をもって伝え

る。（審判） 

（グループ活動） 

① グループでのディベートを通し

て、立論・質問・反論の仕方を練

習する。（論者） 

② 根拠をもとに情報を判断する練

習をする。（審判） 

 ○  【話】根拠を持って自

分の立場を支持する意

見を述べている。（ワー

クシート・観察） 

【話】反対の立場に対

して、建設的な反論・

質問ができている。（観

察） 

【話】判定内容を根拠

を持って説明すること

ができている。（ワーク

シート・観察） 

 

２

次 

４ 

５ 

・社会生活に関するテー

マについて、意見を述べ

るための材料を多様な方

法で集め、整理すること

ができる。 

・適切な言葉を利用して

デイべート台本を作るこ

とができる。 

（グループ活動・作戦会議） 

①インターネット、新聞、書籍等から、

効果的な根拠を収集し、整理する。 

 

②デイべートのための台本を作る。 

（根拠の提示の仕方の工夫） 

 ○ 〇 【話】客観性のある情

報を多く収集してい

る。（ワークシート） 

【言】公の場を意識し

た言葉を遣って台本を

作ることができてい

る。（台本） 

 



６

７ 

本

時 

・日常生活の中でも積極

的に意見を述べようとす

る。 

（全体活動） 

① クラスを前半・後半に分け、二つ

のテーマでデイべートを行う。 

○ 〇  【国】自分の意見を述

べることの楽しさに気

付く。（ワークシート） 

【話】用意した根拠を

もとに論理的な論の展

開ができる。（観察・ワ

ークシート） 

【話】双方の意見を客

観的な立場で論理的に

判断し、論者に根拠を

もって伝えることがで

きる。（観察・ワークシ

ート） 

６ 本時の学習（第２次 ７時間目） 

 〇本時のねらい 

   ・自分の意見を述べることの楽しさに気付くことができる。（国語への関心・意欲・態度） 

   ・用意した根拠をもとに論理的な論の展開ができる。（立論者）（話す・聞く能力） 

   ・双方の意見を客観的な立場で論理的に判断し、論者に根拠をもって伝えることができる。（審判役） 

                                   （話す・聞く能力） 

 〇本時の展開 

学習活動 教師の支援 評価 

○本時のねらいの確認 

 

〇司会者からの注意事項 

  

〇賛成側の立論・・A（４分） 

 「意見の根拠として～」 

〇反対側の立論・・B(４分) 

〇作戦タイム（3分） 

〇反対側から賛成側への質問（３分） 

 ・「～とはどういうことですか。」 

 ・「～について説明してください。」 

〇賛成側答弁（２分） 

〇賛成側から反対側への質問（３分） 

〇反対側答弁（２分） 

〇作戦タイム（２分） 

〇賛成側最終弁論（２分） 

〇反対側最終弁論（２分） 

   

〇判定（３分） 

〇判定の根拠を発表する。（５分） 

 

・目標の確認 

・あらかじめ伝えてあるテーマを確認す

る。 

 

 

・審判員は班の協力の様子も見るよう伝え

る。 

 

・水掛け論・感情論になっていたら、指摘

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どの根拠、論の組み立て方が有効であっ

たかを確認する。 

 

・自分の意見に対してしっか

りとした根拠を準備できてい

る。（観察・論の柱カード・） 

・効果的な論の組み立てにな

っている。（観察・台本） 

 

 

 

・効果的な質問・反論を用意

できている。（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・判断の根拠を述べることが

できる。（審判の発表・判定シ



 

〇 本時の評価 

 

７ 授業の視点 

・ ディベートを通して、自分の考えを述べようとする態度を育てることができたか。 

・ 単元を通して、根拠をもって自分の意見を述べる力をつけることができたか。 

〇個々の振り返り（５分） ・今後の日常生活へ向けての課題・目標を

確認させる。 

ート） 

・目標に対して自己の振り返

りの中から今後の課題が見つ

かっている。（自己評価シー

ト） 

  十分満足できると判断され

る生徒の具体例 

おおむね満足できると判断

される生徒の具体例 

支援を必要とする生徒への

指導の手立て 

 

国語への関心・意欲・態度 

これからの生活でも意欲的

に意見を述べようとする態

度が育っている。 

意見を述べることの楽しさ

に気付くことができる。 

 

意見を述べる場面を想定さ

せる。 

 

話す・聞く能力（立論者）       

 

グループで根拠を５つ以上

準備し、質問したり、反論

したりしながら積極的に議

論を進めている。 

グループで根拠を３つ以上

準備し、質問したり、反論

したりしながら積極的に議

論を進めている。 

班のメンバーの考え方を示

す。 

 

 

話す・聞く能力（審判役） 

双方の意見を客観的な立場

で論理的に判断し、論者に

根拠をもって伝えことがで

きる。論者が納得できる判

断基準を論理的に述べるこ

とができる。 

判断基準を、根拠をもって

述べることができる。 

どの根拠は判定に響いたの

か焦点化させる。 


